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従来,和 ・洋裁,簿 記 ・珠算,自 動車整備,調 理 ・栄

養,看 護婦 ・保 母養成,理 ・美容,予 備校 などの各種の

教 育施設は,学 校教育法第一条に定め られてい る小 ・中

学校,高 校,大 学,高 専,盲..養 護学校及び幼稚 園

(いわゆ る一条校)と 区別され,「 各種 学校」 として一

括 されて きた.こ れ ら各種学校 は,近 年,学 校 数 約 八

千,そ の生徒数は約120万 入 と四年制大学学生数に匹敵

する程 の地歩を占め,そ のなかには,「 職業若 しくは実

際生活 に必要な能力を育成 し,又 は教養の向上 を図 るこ

と」を目的 として内容的に も充実整備 された ものが少な

くない.そ こで1975年 の学校教育法の一部改正により,

従来の各種学校の うち―定の条件 を備え るものは 「専修

学校」 として位置づけ られ ることにな った.

しか し,こ の各種学校(専 修学校)に 関する研究は,

これまでのわが国の教 育学界ではほとん ど未開拓であっ

た.倉 内 ・神 山 ・関口の3氏 は数年前か らこの分野の研

究に着手 したが,そ の成果の一部は本誌で も紹介されて

いる(第40巻 第2号 参照).

本書は,倉 内氏 らが各種学校に関す る研究をそのカ リ

キ ュラムにまで押 し拡 げ,そ の実態に関す る広範かつ詳

細な調査分析 から,種 々の特徴を解明したものである.

本書は,1調 査編,量 資料編に大甥さ れ て い る(ペ

ー ジ数か らみ ても).1は,第1章 研究 の経過,第2章

「各種 学校 カ リキュラム調査」(ア ンケー ト)の 結果,

第3章 力9キ ュラム タイプの分析,第4章 各種 学校 カ

リ3ラ ムの特徴,の4章 か らなる.

第1章 では,各 種学校 のカ リキュラムを分析するため

に,① 設 置主体,生 徒数及 び教員数,② 代表的な課程 と

その属性,③ 修業年限,年 間授業時間数,週 間 授 業 日

数,④ 在籍生徒の学歴,⑤ 教育 目標,⑥ カリキ ュラム構

成の主な根拠,⑦ この課 程のカ リキ ュラムの特色,⑧ 知

識(学 科)と 実技(実 習)の 関係,⑨ 一般教養の 目的,

⑩ カ リキ ュラムの改訂,⑪ カ リキ ュラムの構成の制約条

件,⑫ 現在のカ リキュラムの問題点,⑬ 接続す るま級の

課程,⑭ カ リキ ーラム改訂の仕方,の 諸項 目が詳細に調

査 されている.こ れ らデータか ら,① 服装 ・家政系,②

医療 ・衛生,教 育,福 祉系,③ 工業 系,④ 商業実務系,

⑤芸術 ・芸能系,⑥ 文化 ・教養 系その他,の 校種によ る

カ リキュラムの一般的傾向が分析 され てい る.

第3章 は,以 上 のデー タか ら析 出された各種学校の カ

リキ ュラムの三つ の類型のそれぞれに関す るケース ス

タデ ィである、単科専修型は,単 一の科目または中心的

な一つ の科 目の他 にご く少数の科 目を ともなって構成 さ

れてい るタイプで,珠 算,英 会話,書 道のよ うな,単 一

の技能 あるいは単一の種類の知識の習得を目的 とす る課

程 にみ られ,「 学AAAの性格 としてはく単能習熟型〉 とも

い うベ きもの」 とされ る。並列型は,「 学ぶ 内容が,多 種

類の知識 あるいは知識 と技能 ・技術にわたっている場合

に,そ れ らの知織や技能.技 術に薄応す る教科が並列し

て構成 されてい るカ リキ ュラムで」,「通常の学校 教育の

カリキ ュラムで もっともよ くみ られ る型」であ り,各 種

学校 に も校種を間わず多 く,「 学習の性格は全体 として

〈知識応用型〉の傾向がある」 とされ る.一 般的に この

型では 「単科專修型の型に くらべ ると修業年隈や授業時

間が長い傾晦が ある」 とい う.統 合型 とは.「 特定の科

目を 中心に,他 の科 目がすべてその串 ひ科 目に関連づけ
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られ て構成 されてい る」型 で,rb心 科 目の内容が他の関

連科 目で学ぶ知識や技能 ・技術 を統合 して成 り立つ もの

で,主 に服装系や芸術系 にみ られ,「 統合 された能力を

発揮 して ものをくつ くる〉仕方を学ぶ課程であ って,学

習の性格 としてはく製作(ま たは制作)技 術型〉 といえ

るで あろ う」 とされてい る.

第4章 では,以 上の調査分析か ら,各 種学校 のカ リキ

ュラムの特徴 として,「 極度の多様性」,「理想型」が な

い こと,類 型の違いによる重点のおき方 に相違が あるこ

と,そ れ は 一般教 養科 目の扱い方 について も い え る こ

と,た だ し緩療系の各種学校 に代表 される公的資格ある

いは国家試験 の受験資格 の取得 と鯛度的 に結合 してい る

課程のみは,法 規の規鯛 を受 けているので カリキ ュラム

編成の自由度が少ないこと,な どが指摘 されている.

II料 編 は,① 各種学校(含,專 修学校)教 育課程例

一一31枕 ② 資格取得のための各種yak施 設(学 校)カ

リキ ュラム関係法規－ 抜葦,③ 各種学校,専 修学校に

関係す る法E;;,に 分かれ,賀 璽な,該 た便 利な資料を提

供 している.A5版,393頁 。

(名古'屋大学 佐 々木 事)
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